
（別紙３）

～ 2025年　2月　18日

（対象者数）
38名

（回答者数）
24名

～ 2025年　2月　15日

（対象者数）
9名

（回答者数）
9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・日頃とは違う場所での検定

・検定挑戦の為へのそろばんのレベルアップ

・買い物体験を通してお金の使い方

2

・プログラミングを踏まえロボットを使用し自らプログ

ラミングを考え実行する

・パソコン操作の習得

・プレゼン力アップ

3

・英検、英検Jrへの挑戦

・新たな場所でもためらうことなく入っていける

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

日頃より子どもの状況の共有をはかる

2

・定期的にSNSにアップしている事などを今後ももっと

アピールしていく

・避難訓練をしていいる様子もアップしていく

3

・1年を通して全員が交流に参加出来るプログラムを作

成していく

SNSの発信・認知力

地域交流、公民館交流などの発信

・SNSをされている方が少ない

・連絡帳や送迎の際のみの共有では伝わりにくい

・子どもたちの全員参加は難しいことから、交流への参

加不参加にムラがある

活動に内容の充実

　　ブロックサイエンス

・特性に応じた専門性のある活動内容

・プログラミングへの基礎作り

・レゴエデュケーションの教材より身の回りにある動く

仕組みを体験しながらの学習

・興味と探求心により遊びながら楽しさを実感し学習へ

繋げる

活動内容の充実

　　英語

・特性に応じた専門性のある活動内容

・「聞いて話す」に重点を置いている

・カードゲームやYouTubeを使い楽しく学んでいけるよ

う考えている

・リスニングや発音練習を通して正しい英語の発音や使

い方の理解

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

お仕事をされている家庭が多く、講演会などを開いても

参加率が低い

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

活動内容の充実

　　そろばん

　

　

・特性に応じた専門性のある活動内容

・そろばんという道具の使い方

・そろばん検定への挑戦　　　級の取得

・補数の学習

・計算力の向上

家族支援(ペアトレ）家族の参加

○従業者評価実施期間
2025年　2月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　18日

○事業所名
放課後等デイサービスアイリーライフ学習特化型

○保護者評価実施期間
2025年　2月　5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


